
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 時：  
場 所： 
 
 

対 象：  
 

 

定 員： 
参加費： 

主催：地域がん診療連携拠点病院 那覇市立病院 
後援（申請中）：沖縄県、沖縄経済同友会、国立がん研究センター、沖縄県がん診療連携協議会、琉球大学医学部附属病院、 

沖縄県立中部病院、株式会社沖縄タイムス社、株式会社琉球新報社、沖縄テレビ放送株式会社、琉球朝日放送株式会社、 

琉球放送株式会社、NHK沖縄放送局 

平成 2９年度 第 2回がんフォーラム 

平成 30年2 月10 日（土）14:00～16:00（13:30開場） 
沖縄県立博物館・美術館 講堂 ３F（那覇市おもろまち 3－1－1） 
※会場内への飲食物、ペットボトル等のお持ち込みはご遠慮ください。 

企業の人事・労務担当者や相談役の方、産業医、管理職の方、雇用主の方。 

無料   ※要事前申込 

プログラム： 
  【14:00－14:10】 開会の挨拶 

  【14:10－15:45】 
県内で広く活躍中！！①「事業場における治療と職業生活の両立支援のためのガイドラインについて」 
                  （沖縄産業保健総合支援センター 両立支援促進員 金城 由紀子 氏） 

県内初！！    ②「当院の職員向けがん就労復職支援プログラム作成紹介」 
                   （地方独立行政法人那覇市立病院 総務課人事グループ 比嘉 美好 氏）  

東京都より表彰！！③「企業の両立支援取り組み事例の紹介」 
               （ティーペック株式会社 人事総務部 部長 大神田 直明 氏） 

  【15:45－16:00】 質疑応答・アンケート・閉会の挨拶 

参加費 
無料！ 

参加ご希望の方は、FAX・E メールでお申し込みください。(裏面が申込用紙となっています。) 

FAX：098-887-3599  E メール：ca-link@nch.naha.okinawa.jp 
（お問い合わせ先）那覇市立病院 がん診療連携室：仲尾次 TEL：098-884-5111（内 283） 

日本国民の 2人に 1人ががんになるといわれる現在、大切な従業員ががんと診断されたときにどのように支援しますか。 
平成 28年 12月には改正がん対策基本法が成立し、がん治療と仕事を両立できるように企業の事業主に対してがん 
患者の雇用継続に配慮するよう努力義務を課し、社内制度の見直しを促しています。県外の大企業ではもちろん中小 
企業でもがん治療と仕事の両立支援の取り組みが始まっています。 
今回のフォーラムでは実際の企業が行っている両立支援取り組み事例をお話しします。ぜひご参加下さい。 

80名   （多数の応募が見込まれますのでお早めにお申し込み下さい。） 

関心のある方はどなたでも。 



会場案内：沖縄県立博物館・美術館 

 
 

 

 

 

 

 

会社名 
 
 

参加人数  

住所 
〒 
 

電話番号 
 

E メール 
 

お名前 

   

役 職 ま た は 所 属 部 署
（                  ） 

役 職 ま た は 所 属 部 署
（                  ） 

役 職 ま た は 所 属 部 署
（                  ） 

平成 29年度 第 2回 がんフォーラム「がんと就労」参加申込書 

------------------------------------------------------------------ 

FAX：098-887-3599 

アクセス 
■車  一般無料駐車場 

（１４０台） 
■バス  
バス停留所「おもろまち 2丁目・
県立博物館前」下車 

 沖縄バス(227番)、琉球バス 
(223番,227番,263番)、 
那覇バス(3番,10番,11番) 
■モノレール 
  「おもろまち駅」徒歩約 10分 

【申し込みについて】 
 資料準備の関係上、参加申込書に必要事項記入の上、FAX または E メールにてお申し込み 
ください。     申込締切 平成 30年 2月 7日（水） 


